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Abstract
　This paper will explore the emotions and behaviors that are evoked by “Problem or Project based Learning (PBL)”, or 
a community-oriented education, using the concept of “Middle Voice”. By examining a community-oriented PBL project 
“HITO,MACHI,DEAU/TSUKURU (people, community, meeting/developing)”, I will identify “agency” that does not fit 
the “active/passive” framework, and argue that self-transformation  that is induced by the external , or community, im-
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学生氏名 木村健くん 村田貴弘くん 吉本翔くん 山崎綾乃さん 湯川大地くん
年齢（2016年当時） 22 22 22 22 22
性別 男性 男性 男性 女性 男性
質問１
PBLに参加する前は、地域
活動にどのようなイメージ
がありましたか。
地域をよくしたい人が何
かやっている。
ボランティアで面倒くさそ
う。大人数で会議したりま
ちを歩いている。
面倒くさい。したくない。
時間のある人がするも
の。学生は学業の一環で
行うもの。
地域活動って何？祭りを
やっている人たち？
質問２
実際にPBLに参加して、自
分の中で変わったことはあ
りましたか。
決めごとなどで、提案す
るだけでは受け入れて
もらえない。行動が大切
ということを学んだ。
とりあえず活動してみれ
ば何か変わると思うよう
になった。
得られるものが多かっ
た。常識のレベルが上
がった。
視点が変わった。視野が
広がり知識が増えた。他
人のことを考えるように
なった。
人の意識を変えるのは大
変ということを学んだ。そ
れまでは安易に考えてい
たから。
質問３
また、変わらなかったこと
はありましたか。
特になし。
自分自身の生活スタイル
は変わらなかった。活動
で忙しくなっても自分の時
間は大切にしようとした。
あらためて、自分の時間
の大切さを再認識した。 特になし。
モノゴトを継続するというこ
と、辞めずに続けるという
ことは変わらなかった。
質問４
PBLの活動で一番印象に
残っていることは何です
か。
総合的にはいろいろ
あったが、個別では特に
ない。
自分で初めて計画を立て
て実行に移した時。人を
動かす大変さを学んだ。
（南山城村PBLから派生
した）守口市土居商店街
プロジェクトを立ち上げた
こと。主体性を持って行動
することを学んだ。
すべての取組を通じ、自
分の頑張っていることを認
められた時。
菅原東校区における四季
イベントなどを主体的に企
画、運営したことの全過
程。
質問５
活動で自分にプラスになっ
たことは何ですか。
人とのつながりが増え
た。
活動地域のルールを知る
ことができ、地域住民（大
人）に対応しやすくなった
こと。
大人とのコミュニケーショ
ンの取り方を学んだ。そ
れぞれに合ったコミュニ
ケーションがあるというこ
とを知った。
自分のキャパシティがど
の程度かわかった。スケ
ジュールの管理不足を改
善できるようになった。
人見知りがなくなった。他
人とコミュニケーションをと
ることが楽しくなった。
質問６
逆にマイナスになったこと
は何ですか。
地域での活動が最優先
になり、自分の時間がな
くなった。
地域での活動が最優先
になり、自分の時間がなく
なった。
自分の時間がとれなく
なった。 自分の時間がなくなった。 自分の時間がなくなった。
質問７
活動で学んだことが他の
場面で役に立ちましたか。
就職活動の場や公の場
で人と話すことが怖くな
くなった。
ボキャブラリーが増えた。
礼儀作法が身に付き、就
職活動で役に立った。
面接などで話すネタに困
らず、就職活動で役に
立った。
知識量が増えた。会話に
困らなくなった。話すこと
が怖くなくなった。
懇親会や付き合いの場で
の礼儀作法で恥をかかなく
なった。
質問８
活動を始める前と後では、
身の回りの環境は何か変
わりましたか。
特にない。
活動していることを周囲
に知ってもらうと、待遇な
どがよくなった。
自分のしていることを周り
に理解してもらえるように
なった。
人間関係が増えた。周り
にやる気のある人が集ま
るようになってきた。
交友関係の年代幅が広
がった。周りが気遣ってく
れるようになった。
質問９
PBLを経て、自分は周囲に
どのような影響を与えるよ
うになったと思いますか。
わからない。 経験からアドバイスできるようになった。
それまで頑固な性格で
あったが、「傾聴」できる
ようになった。
頑張れば変われるという
ことを身をもって表現でき
ていると思っている。
自分の活動を知ってもらう
ことで、実際に活動に関
わってもらえる人ができ
た。
質問10
他の誰かの影響を受けて
成長できましたか。
メンバーや地域の方を
見て、自分の得意、不
得意なことがわかるよう
になった。
他のメンバーがやる得意
分野を参考にできた。そ
して、自分のできないこと
をわかるようになった。
自分の得意、不得意をメ
ンバーなどから学べた。
菅原東校区の宮原さん
が、男性社会の中で、リー
ダーとして地域を引っ張っ
ている姿を見て、自分もあ
のようになりたいと思っ
た。
菅原東校区の宮原さんの
指導を受けて、他の物事も
しっかり取り組むようにな
り、他人に理解してもらう
努力をするようになった。
質問11
その他、PBLを経ての気づ
きを教えて下さい。
積極的で主体的な行動
をとれるようになった。コ
ミュニケーション能力は
大幅に上昇した。
考え方が大人になった。
TPOをベースに、自分の
ことを主張していい場所
を考えるようになった。
自分が変わり、地域愛が
増えた。自分の地域が好
きになった。
リーダーでありながら、他
のメンバーと同じ目線でモ
ノゴトを見ること。また、喧
嘩と話し合いの違いを学
んだ。あと、「傾聴」の大切
さも理解した。
コミュニケーションと地域
の大切さを学んだ。成長で
きていると実感できた。
【資料 3】
出所：筆者作成
